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論文審査の要旨 

本論文は「乳酸菌による血糖上昇抑制作用に関する研究」と題し、5 章から構成されている。 

第Ⅰ章「序論」では、研究の背景及び目的について言及している。糖尿病患者は増加の一途をたど

っており、予防・改善の手段として機能性食品が注目されているが、乳酸菌が血糖値に及ぼす影響に

ついての報告は少なく、乳酸菌による血糖上昇抑制作用を詳細に検討することが本研究の目的である

と述べている。 

第Ⅱ章「Lactobacillus rhamnosus GG の肥満 2 型糖尿病モデルマウスに対する抗糖尿病作用の検

討」では、早期より肥満および重度の高血糖を示す 2 型糖尿病モデル動物である KKAy マウスを用い、

Lactobacillus rhamnosus GG (GG)の継続的な投与による影響を検討している。その結果、肥満を伴う

2 型糖尿病の発症早期の状態、顕著な糖尿病状態のどちらにおいても、GG を継続的に摂取することで

抗糖尿病作用が得られている。 

第Ⅲ章「肥満 2 型糖尿病モデルマウス及び正常マウスに対する乳酸菌の抗糖尿病作用の検討」では、

GG とは異なる菌種の乳酸菌である L. bulgaricus 生菌体および、GG 加熱処理菌体の KKAy マウスに

対する継続的投与においては、抗糖尿病作用は認められなかったとしている。また、正常マウスに対

する GG 生菌体単回投与試験では、スクロースまたはデンプン負荷後の食後血糖上昇抑制作用が得られ

ている。 

第Ⅳ章「実験動物に対する各種乳酸菌のグルコース負荷後血糖上昇抑制作用の検討」では、GG 生菌

体または加熱処理菌体の単回投与がグルコース負荷後血糖変化量に及ぼす影響を検討している。その

結果 GG 生菌体は血糖上昇抑制作用が得られたが加熱処理菌体では得られなかったとしている。次に腸

管内で生存可能な菌種の乳酸菌の中から 24 菌株を用いて in vitro におけるグルコース減少率を検討

した。その結果を基にグルコース減少率が約 10%間隔で分布するよう 12 株を選んで正常マウスに対す

るグルコース負荷試験を実施して関連を検討し、グルコース減少率とグルコース負荷後血糖変化量に

は弱いながらも有意な負の相関が認められている。さらに、正常ラットに対する乳酸菌の単回投与に

よるグルコース負荷後の GLP-1（インスリン分泌促進物質）値の動態へ及ぼす影響についても検討して

いる。使用した乳酸菌株は、前述の正常マウスにおける血糖上昇抑制作用が強い菌株の中で、in vitro 

におけるグルコース減少率も高かった Lr1 と、in vitro におけるグルコース減少率が低いが正常マウ

スにおけるグルコース負荷後血糖変化量は Lr1 と同様であった Lg3 であり、その結果 GLP-1 値へ及ぼ

す影響は Lg3 が高くなる傾向であったと述べている。 

第Ⅴ章「総括」では、本研究の総括を行っている。GG 生菌体を継続的に摂取することにより KKAy マ

ウスにおいて抗糖尿病作用が得られること、さらに正常マウスを対象とした単回投与によっても血糖

上昇抑制作用が得られる菌株が存在すると述べている。さらにその作用の主な要因は、腸内において

生きた乳酸菌がグルコース利用能を発揮し、結果としてマウスがグルコースを吸収できなかったこと

に由来することを示唆している。 

 

以上要するに、本論文では複数の動物実験を実施することにより、乳酸菌の摂取が 2 型糖尿病の一

次予防や病態の進展を予防する手段として有効である可能性を見出しており、糖尿病予防に果たす役

割は大きく、広く学術上の研究に資するところ大であり、また、社会に対する貢献も大きいと考えら

れる。よって本論文は博士（家政学）の学位論文として、十分価値のあるものとして認められる。 
 


